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〈２０２４年１０月１９日、１１月２日開催　文学のなかの国立とあの頃　講座参加者の感想〉

　

国
立
を
描
い
た
文
学
作
品
、
と
り
わ
け
多
和
田
葉
子
の
芥
川

賞
受
賞
作
『
犬
婿
入
り
』
を
中
心
に
し
た
講
座
が
10
月
19
日
お

よ
び
11
月
２
日
の
２
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
沿
線
文
学
研
究
者
で
あ
る
矢
野
勝
巳
さ
ん
に
よ

る
講
義
で
し
た
。
矢
野
さ
ん
は
、
２
０
２
３
年
５
月
に
『
文
学

す
る
中
央
線
沿
線　

小
説
に
描
か
れ
た
ま
ち
を
歩
く
』
を
上
梓

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
講
座
で
は
、
20
頁
に
も
わ
た
る
資

料
が
配
布
さ
れ
、
嵐
山
光
三
郎
、
小
島
信
夫
、
山
口
瞳
、
山
口

正
介
、
東
峰
夫
と
い
っ
た
国
立
に
在
住
し
て
い
た
作
家
、
ま
た

辻
井
喬
、
志
茂
田
景
樹
、
南
木
圭
士
、
赤
川
次
郎
、
亀
和
田
武
、

田
中
康
夫
、
向
田
邦
子
、
村
上
春
樹
、
黒
井
千
次
、
長
嶋
有
、

東
川
篤
哉
、
三
浦
朱
門
な
ど
国
立
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
つ
い

て
丁
寧
な
解
説
を
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
後
、
多
和
田
葉
子
の

『
犬
婿
入
り
』
を
多
面
的
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
国
立
の

文
学
的
土
壌
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。

　

と
り
わ
け
面
白
か
っ
た
の
は
、
『
犬
婿
入
り
』
の
芥
川
賞
選

評
が
賛
否
両
論
だ
っ
た
と
い
う
お
話
で
、
こ
の
作
品
を
推
し
た

大
江
健
三
郎
、
黒
井
千
次
は
こ
の
作
品
が
地
域
を
描
い
た
作
品

で
あ
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
と
の
こ
と
。
ま
た
受
賞
に
際
し

て
、
多
和
田
葉
子
は
「
文
学
を
職
業
と
し
て
い
る
人
た
ち
に
学

ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
多
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
人
た
ち
の
言
葉

に
学
ぶ
と
こ
ろ
も
常
に
大
き
い
」
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
を
下

し
た
選
評
委
員
に
「
逆
襲
」
し
た
の
だ
と
矢
野
さ
ん
は
愉
快
そ

う
に
語
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
多
和
田
が
「
土
地
は
そ
こ
に
来
た

人
間
を
下
か
ら
蹴
り
上
げ
る
。
踏
ま
れ
っ
ぱ
な
し
で
は
な
い
」

と
語
っ
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
、
多
和
田
ら
し
い
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

表
現
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
情
報
が
多
い
こ
と
も
こ
の
講
座
の
魅
力
で
し
た
。
多
和

田
が
「
学
校
群
制
度
」
と
い
う
高
校
入
試
形
態
の
世
代
だ
っ
た

こ
と
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ま
た
田
ん
ぼ
の
中
に
突
如
建
て

ら
れ
た
富
士
見
台
団
地
の
姿
や
雑
木
林
が
う
っ
そ
う
と
立
ち
並

ぶ
戦
前
の
国
立
駅
北
口
の
様
子
な
ど
、
国
立
の
変
遷
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
は
国
立
の
南
部
地
域
の
散
策
で
し
た
。
矢
川
駅
前

に
集
ま
っ
た
途
端
に
大
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
歩
き
始
め
た
ら

雨
は
す
ぐ
に
弱
く
な
り
ま
し
た
。
神
社
で
降
る
雨
は
、
神
様
の

歓
迎
の
証
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
散
策
初
め

の
雨
も
国
立
の
歴
史
の
旅
を
し
よ
う
と
す
る
参
加
者
へ
の
祝
福

の
雨
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
国
立
は
立
川
段
丘
、
青
柳
段

丘
、
多
摩
川
低
地
と
分
か
れ
て
お
り
、
ハ
ケ
と
呼
ば
れ
る
崖
の

下
に
は
湧
き
水
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
『
犬
婿
入
り
』で
、

団
地
の
あ
る
「
北
区
」
に
対
比
さ
れ
る
「
南
区
」
を
歩
く
旅
で
、

富
士
見
台
団
地
か
ら
、
南
武
線
の
線
路
を
渡
り
、
南
養
寺
に
立

ち
寄
り
、
く
に
た
ち
郷
土
文
化
館
、
城
山
公
園
、
谷
保
天
満
宮

を
歩
き
ま
し
た
。
実
際
歩
い
て
み
て
、
水
の
豊
か
な
こ
の
土
地

が
縄
文
時
代
に
一
等
地
で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
納
得
で
き
ま
し

た
。

　

行
程
の
中
間
地
点
と
な
る
く
に
た
ち
郷
土
文
化
館
で
は
、
縄

文
時
代
か
ら
中
世
、
江
戸
時
代
、
そ
し
て
戦
前
か
ら
戦
後
に
至

る
ま
で
の
国
立
の
歴
史
に
つ
い
て
、
安
齋
順
子
学
芸
員
か
ら
詳

し
い
説
明
を
受
け
、
ま
た
国
立
出
身
の
彫
刻
家
關
敏
さ
ん
の
作

品
の
展
示
を
見
ま
し
た
。
散
策
は
、
江
戸
時
代
に
開
通
し
た
と

い
う
甲
州
街
道
沿
い
の
谷
保
天
満
宮
梅
林
で
解
散
と
な
り
ま
し

た
が
、
『
犬
婿
入
り
』
の
舞
台
で
あ
る
キ
タ
ム
ラ
塾
は
神
社
の

梅
林
を
抜
け
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
静
か
な
秋
雨
の
中
、
桃

色
の
よ
れ
よ
れ
の
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
を
着
た
み
つ
こ
が
現
れ
そ
う

な
梅
林
の
裏
出
口
を
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
て
い
る
と
、
参
加
者
た

ち
は
い
つ
の
間
に
か
梅
林
か
ら
消
え
て
い
ま
し
た
。

か
つ
み

せ
き
び
ん

「文学のなかの国立と

　　あの頃」に参加して

中地 幸
さ ち



「
作
家
か
ら
見
つ
め
る
韓
国
現
代
文
学
」
に
参
加
し
て

小
林 

真
希

 

　

韓
国
の
作
家
の
ハ
ン
・
ガ
ン
さ
ん
が
ア
ジ
ア
人
女
性
で
初
め
て

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
７
月
28
日
か
ら
始
ま
っ
た

講
座
の
第
３
回
が
開
か
れ
る
少
し
前
の
こ
と
で
し
た(

注)

。
講

師
で
あ
る
韓
日
翻
訳
家
の
小
山
内
園
子
さ
ん
は
「
ハ
ン
・
ガ
ン
の

『
別
れ
を
告
げ
な
い
』
と
い
う
小
説
は
、
日
本
で
は
今
年
（
２
０

２
４
年
）
３
月
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
英
語
に
は
翻
訳
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
英

米
圏
で
も
読
め
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
日
本
で
は
先
に
読

め
た
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
が
す
ご
い
の
で
す
」
と
お
話
さ
れ
ま
し

た
。
原
著
は
２
０
２
１
年
に
発
売
さ
れ
た
そ
う
で
す
か
ら
、
そ
れ

か
ら
わ
ず
か
２
年
半
ほ
ど
で
邦
訳
版
が
出
て
い
る
。
韓
国
文
学
を

楽
し
む
に
あ
た
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
に

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
５
人
の
作
家
に
注
目
し
、
そ
の
作
家
性
を
切

り
口
に
韓
国
文
学
が
持
つ
魅
力
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
で
ヒ
ッ
ト

し
た
『
82
年
生
ま
れ
、キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
』
を
書
い
た
チ
ョ
・
ナ
ム
ジ
ュ

の
話
で
す
。『
82
年
生
ま
れ
、
キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
』
は
、
１
９
８
２

年
生
ま
れ
の
韓
国
人
女
性
に
最
も
多
い
ジ
ヨ
ン
と
い
う
名
前
の

主
人
公
を
通
じ
て
、
女
性
に
と
っ
て
あ
る
種
普
遍
的
な
困
難
を

淡
々
と
綴
っ
た
小
説
で
す
。
例
え
ば
、
ジ
ヨ
ン
が
高
校
生
の
頃
、

帰
宅
途
中
の
バ
ス
で
男
子
生
徒
か
ら
付
き
ま
と
わ
れ
て
怖
い
思
い

を
し
ま
す
。
同
じ
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
女
性
が
異
変
に
気
付
き
、

ジ
ヨ
ン
を
助
け
て
く
れ
ま
す
が
、
迎
え
に
来
た
父
親
は
、
ジ
ヨ
ン

の
服
装
や
態
度
に
〝
隙
〟
が
あ
っ
た
と
彼
女
を
叱
り
ま
す
。
同
じ

経
験
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
こ
の
と
き
ジ
ヨ
ン
が
感
じ
た

で
あ
ろ
う
悔
し
さ
は
、
た
し
か
に
わ
た
し
も
知
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
こ
ま
で
ス
ト
レ
ー
ト
に
女
性
の
苦
悩
を
描
い
た
作

品
が
１
０
０
万
部
も
売
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
韓
国
に
は
女
性
の

つ
ら
さ
を
知
り
、
共
感
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い

る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
山
内
さ
ん
の
話

に
よ
る
と
『
82
年
生
ま
れ
、
キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
』
が
多
く
の
女
性
を

励
ま
し
た
裏
で
、
著
者
の
チ
ョ
・
ナ
ム
ジ
ュ
だ
け
で
な
く
、
こ
の

作
品
を
読
ん
だ
こ
と
を
表
明
し
た
芸
能
人
で
さ
え
も
大
き
な
バ
ッ

シ
ン
グ
に
さ
ら
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
苛
烈
さ
は
想
像
以

上
で
し
た
。

　

女
性
の
つ
ら
さ
を
知
る
こ
と
で
、
男
性
の
つ
ら
さ
が
軽
ん
じ
ら

れ
る
と
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。
過
去
に
女
性
を
傷
つ
け
た
経
験
を

思
い
出
し
て
し
ま
う
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
こ
の
小
説
が

ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
不
都
合
を
感
じ
た
の
は
、
男
性
に
限
ら
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
女
性
で
あ
る
わ
た
し
だ
っ
て
、
無
知
や
幼
さ

か
ら
女
性
差
別
に
加
担
し
た
経
験
が
無
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
。
バ
ス
で
ジ
ヨ
ン
を
助
け
た
女
性
の
よ
う
な
勇
敢
さ
を
持
っ
て

い
る
の
か
、
自
問
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
全
４
回
の
講
座
を
終
え
た
と
き
、
小
山
内
さ
ん
か
ら
こ

ん
な
話
が
あ
り
ま
し
た
。
韓
国
文
学
を
日
本
に
紹
介
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
韓
国
人
に
と
っ
て
大
切
な
日
や
歴
史
的
な
出
来
事
を
、

日
本
人
が
エ
ン
タ
メ
的
に
消
費
す
る
こ
と
を
助
長
し
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
は
と
感
じ
た
、
と
い
う
も
の
で
す
。
女
性
差
別
だ
け
で

な
く
、
経
済
的
な
格
差
や
就
職
難
、
受
験
戦
争
な
ど
の
社
会
問
題

か
ら
、
光
州
事
件
や
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
事
件
な
ど
、
韓
国
の
国
民

に
と
っ
て
大
き
な
傷
と
な
っ
た
出
来
事
が
文
学
の
モ
チ
ー
フ
と
し

て
よ
く
登
場
し
ま
す
。
文
学
作
品
を
通
し
て
韓
国
の
人
々
の
「
痛

み
」
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
言
え
ま
す
が
、
隣
国
の

わ
た
し
た
ち
が
わ
ず
か
な
手
が
か
り
を
も
っ
て
簡
単
に
共
感
を
示

し
、
同
情
す
る
こ
と
に
は
傲
慢
さ
を
伴
う
と
気
づ
き
ま
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
、
と
て
も
困
難
な
試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
文
学
を

通
じ
て
韓
国
の
こ
と
を
知
り
た
い
」
と
い
う
共
通
す
る
思
い
を

持
っ
て
、
多
様
な
背
景
を
持
つ
皆
さ
ん
が
こ
の
講
座
に
集
い
、
理

解
し
よ
う
と
試
み
た
時
間
が
よ
り
尊
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　(

注)

台
風
の
た
め
第
２
回
よ
り
実
施
日
を
延
期
し

第
３
回
は
10
月
26
日
（
土
）
に
行
い
ま
し
た
。

講　師 山岸　郁子
 （日本大学 ・ 日本近代文学）

と 　 き  ５月８日 （木） 

  夜７時半～９時半

ところ 公民館 ３階講座室

申込先 公民館  ☎（５７２）５１４１

―自分と「似ているもの/「似ていないもの」―

森鴎外 『舞姫』 （新潮文庫）

※文庫の書名は 『阿部一族 ・ 舞姫』

くにたちブッククラブ

〈
２
０
２
４
年
７
月
～
11
月
開
催 

作
家
と
作
品 

参
加
者
の
感
想
〉

＊５月から、８回にわたり

様々な日本の文学作品を

味わう「くにたちブックク

ラブ」が始まります。

年間予定など、詳しくはホー

ムページをご確認ください。

（２）図書室月報 2025 年 (令和 7 年 )5 月

▲講座詳細▲講座詳細



（３） 図書室月報 2025 年 (令和 7 年 )５月
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自
閉
症
の
僕
が
家
を
建
て
た
理
由 

池
田
侑
生
（
中
央
法
規
出
版
）
369

自
分
ら
し
く
、
あ
な
た
ら
し
く 

高
橋
う
ら
ら
（
さ
・
え
・
ら
書
房
）
369

地
震
を
知
っ
て
震
災
に
備
え
る 

平
田
直
（
亜
紀
書
房
）
369

結
婚
も
出
産
も
せ
ず
親
に
な
り
ま
し
た 

ペ
ク
・
ジ
ソ
ン
（
大
和
書
房
）
369

〈
自
然
科
学
〉

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
き
方 

種
生
物
学
会
編
（
文
一
総
合
出
版
）
468

異
界
の
歩
き
方 

村
澤
和
多
里
（
医
学
書
院
）
493

Ｄ
ｒ
．
カ
キ
ゾ
エ
歩
く
処
方
箋 

垣
添
忠
生
（
朝
日
新
聞
出
版
）
494

不
自
然
な
食
卓 

ク
リ
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
ト
ゥ
レ
ケ
ン
（
早
川
書
房
）
498

〈
工
業
〉

ニ
ッ
ポ
ン
茶
室
ジ
ャ
ー
ニ
ー 

藤
森
照
信
（
淡
交
社
）
521

宮
田
珠
己
の
楽
し
い
建
築
鑑
賞 

宮
田
珠
己
（
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
）
523

ほ
ん
ま
に
「
お
い
し
い
」
っ
て
何
や
ろ
？ 

村
田
吉
弘
（
集
英
社
）
596

季
節
の
保
存
食 

山
田
奈
美
（
マ
イ
ナ
ビ
出
版
）
596

〈
産
業
〉

わ
た
し
の
農
継
ぎ 

高
橋
久
美
子
（
ミ
シ
マ
社
）
610

〈
芸
術
〉

手
仕
事
の
世
界 

有
吉
玉
青
文
・
黒
澤
淳
一
画
（
彩
流
社
）
750

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
解
剖
学 

長
屋
晃
一
（
春
秋
社
）
775

〈
文
学
〉

日
本
近
現
代
文
学
史
へ
の
招
待 

山
﨑
義
光
（
ひ
つ
じ
書
房
）
910

ゆ
う
す
げ
色
の
月 

江
森
節
子
（
書
肆
侃
侃
房
）
911
え

宮
澤
賢
治
心
象
ス
ケ
ッ
チ
十
の
旅 
澤
口
た
ま
み
（
岩
手
日
報
社
）
911
さ

原
爆
と
俳
句 
永
田
浩
三
（
大
月
書
店
）
911
な

生
殖
記 

朝
井
リ
ョ
ウ
（
小
学
館
）
91
あ

さ
か
さ
星 

貴
志
祐
介
（KADOKAWA

）
91
き

せ
ん
さ
い
な
ぼ
く
は
小
学
生
に
な
れ
な
い
の
？ 

 

沢
木
ラ
ク
ダ
（
小
学
館
）
91
さ

新
し
い
恋
愛 

高
瀬
隼
子
（
講
談
社
）
91
た

ビ
ロ
ー
ド
の
耳
あ
て 

イ
ー
デ
ィ
ス
・
ウ
ォ
ー
ト
ン
（
国
書
刊
行
会
）
93
ウ

〈
総
記
〉

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
文
明 

村
井
純
（
岩
波
書
店
）
007

戦
争
と
図
書
館 

新
屋
朝
貴
（
日
本
図
書
館
協
会
）
010

ゼ
ロ
か
ら
の
著
作
権 

宮
武
久
佳
（
岩
波
書
店
）
021

〈
歴
史
〉

き
ょ
う
だ
い
の
日
本
史 

『
日
本
歴
史
』
編
集
委
員
会
（
吉
川
弘
文
館
）
281

女
の
氏
名
誕
生 

尾
脇
秀
和
（
筑
摩
書
房
）
288

寿
岳
章
子
女
と
こ
と
ば
と
憲
法
と 

遠
藤
織
枝
（
か
も
が
わ
出
版
）
289

気
候
地
名
を
さ
ぐ
る 

吉
野
正
敏
（
吉
川
弘
文
館
）
290

夢
二
の
東
京
さ
ん
ぽ
手
帖 

石
川
桂
子
（
中
央
公
論
新
社
）
291

地
名
の
魔
力 

今
尾
恵
介
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
エ
デ
ィ
タ
ー
ズ
・
グ
ル
ー
プ
）
291

〈
社
会
科
学
〉

韓
国
は
日
本
を
ど
う
見
て
い
る
か 

金
暻
和
（
平
凡
社
）
302

新
版　

地
図
で
見
る
中
東
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク 

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ラ
ン
302

九
月
は
も
っ
と
も
残
酷
な
月 

森
達
也
（
ミ
ツ
イ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）
304

ア
メ
リ
カ
黒
人
の
歴
史 

上
杉
忍
（
中
央
公
論
新
社
）
316

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
に
立
ち
向
か
う 

櫻
庭
総
編
著
（
日
本
評
論
社
）
316

ロ
シ
ア
か
ら
見
え
る
世
界 

駒
木
明
義
（
朝
日
新
聞
出
版
）
319

憲
法 

木
村
草
太
（
東
京
大
学
出
版
会
）
323

ゾ
ン
ビ
家
制
度 

竹
信
三
恵
子
（
あ
け
び
書
房
）
324

冤
罪
を
追
う 

鎌
田
慧
（
皓
星
社
）
327

船
上
の
助
産
師 

小
島
毬
奈
（
ほ
ん
の
木
）
329

ポ
ッ
タ
リ
ひ
と
つ
で
海
を
越
え
て 

小
泉
和
子
編
著
（
合
同
出
版
）
334

エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
入
門 

石
岡
丈
昇
（
筑
摩
書
房
）
361

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
哲
学
す
る 

山
田
圭
一
（
岩
波
書
店
）
361

妊
娠
し
た
ら
、
さ
よ
う
な
ら　

女
性
差
別
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
で
苦
し
む      

技
能
実
習
生
た
ち 

吉
水
慈
豊
（
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
366

老
い
は
孤
立
を
誘
う 

山
口
道
宏
（
は
る
書
房
）
367
や

図
書
室
で
読
め
る
雑
誌

〈
月
刊
誌
〉

中
央
公
論

文
藝
春
秋

東
京
人

世
界

婦
人
公
論

婦
人
之
友

教
育

月
刊
公
民
館

月
刊
社
会
教
育

社
会
教
育

月
刊
福
祉

き
ょ
う
の
健
康

栄
養
と
料
理

芸
術
新
潮

＆
プ
レ
ミ
ア
ム

キ
ネ
マ
旬
報

音
楽
の
友

山
と
渓
谷

本
の
雑
誌

現
代
詩
手
帖

新
潮

図
書

ち
く
ま

未
来

〈
週
刊
誌
・
週
刊
紙
〉

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ

週
刊
文
春

図
書
新
聞

週
刊
読
書
人

〈
そ
の
他
〉

サ
ラ
イ
（
月
刊
）

ふ
ぇ
み
ん
（
月
３
回
刊
）

明
日
の
友
（
隔
月
刊
）

く
ら
し
と
教
育
を
つ
な
ぐ
Ｗ
ｅ
（
隔
月
刊
）

暮
し
の
手
帖
（
隔
月
刊
）

多
摩
の
あ
ゆ
み
（
季
刊
）

C
h
i
o

ち
い
さ
い
・
お
お
き
い
・
よ
わ
い
・

つ
よ
い
（
不
定
期
刊
行
）

〈
外
国
語
新
聞
〉

東
亜
日
報
（
ハ
ン
グ
ル
）

人
民
日
報
（
中
国
語
）

ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
（
英
語
）

〈
外
国
語
雑
誌
〉

新
東
亜
（
ハ
ン
グ
ル
）

青
年
文
摘
（
中
国
語
）

読
者
（
中
国
語
）

タ
イ
ム
（
英
語
）

ひ
ら
が
な
タ
イ
ム
ズ
（
日
本
語
と
英
語
）



（４）図書室月報 2025 年 (令和 7 年 )５月

　　

５
月
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
母
の
日
と
華
や

か
な
日
々
が
続
き
ま
す
。
「
母
の
日
」
と
い
う
と
花
を

贈
り
感
謝
を
伝
え
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

年
は
、
改
め
て
「
母
」
と
い
う
存
在
に
思
い
を
馳
せ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？ 

「
母
」
に
関
連
し
た
二
冊

を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
冊
目
は
宮
地
尚
子
さ
ん
の
『
は
は
が
う
ま
れ
る
』

で
す
。
宮
地
さ
ん
は
多
く
の
人
の
ト
ラ
ウ
マ
と
向
き
合

っ
て
き
た
精
神
科
医
。
彼
女
が
子
育
て
を
テ
ー
マ
に
２

０
１
０
年
か
ら
15
年
に
か
け
て
月
刊
誌
『
母
の
友
』
に

掲
載
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
ま
と
め
た
も
の
が
本
書
と
な
り

ま
す
。
本
の
タ
イ
ト
ル
に
ひ
ら
が
な
の
「
は
は
」
を
用

い
た
の
は
「
ひ
ら
が
な
が
も
つ
、
何
か
が
始
ま
る
前
の

未
分
化
な
感
じ
」
を
表
現
し
た
か
っ
た
か
ら
と
の
こ

と
。
一
方
、
漢
字
の
「
母
」
に
は
「
柔
ら
か
さ
や
、
あ

た
た
か
さ
、
包
み
込
む
よ
う
な
感
じ
」
が
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
つ
い
て
ま
わ
り
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
「
母
」

で
あ
る
こ
と
は
「
必
ず
し
も
簡
単
な
こ
と
で
は
な
く
、

い
つ
で
も
優
し
い
慈
母
の
よ
う
に
は
い
ら
れ
な
い
」
と

も
言
い
ま
す
。「
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
に
腹
が
立
つ
」「
子

ど
も
と
の
話
題
が
見
つ
か
ら
な
い
」
「
結
婚
相
手
と
の

習
慣
の
違
い
に
戸
惑
う
」
な
ど
人
間
が
新
た
な
人
間
と

出
会
い
、
家
庭
を
育
ん
で
い
く
。
そ
の
際
に
き
れ
い
ご

と
で
は
済
ま
さ
れ
ず
、
息
が
つ
ま
り
そ
う
な
時
に
寄
り

添
っ
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。
子
育
て
に
限
ら
ず
「
援
助

職
の
人
た
ち
こ
そ
ま
ず
セ
ル
フ
ケ
ア
が
必
要
」
と
も

説
き
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
ケ
ア
を
す
る
人
々
の
存
在

が
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
冊
は
韓
国
発
の
絵
本
、
ク
ォ
ン
・
ジ
ョ
ン
ミ
ン

さ
ん
の
『
お
か
あ
さ
ん
観
察
図
鑑
』
で
す
。
こ
の
絵
本

の
魅
力
は
「
赤
ち
ゃ
ん
の
視
点
」
か
ら
母
親
の
生
態
を

描
い
た
点
で
す
。
産
後
間
も
な
い
母
親
の
顔
つ
き
や
睡

眠
、
ト
イ
レ
の
様
子
が
赤
裸
々
に
。
必
死
な
お
母
さ
ん

を
赤
ち
ゃ
ん
が
見
つ
め
る
逆
転
の
視
点
が
新
鮮
！
時
に

赤
ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん
を
皮
肉
る
場
面
ま
で
、
子
育
て

の
現
状
が
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
す
べ
て
の
こ
と
が
は
じ
め
て
の
世
界
で
、
さ
び
し
く

孤
軍
奮
闘
し
て
い
る
生
ま
れ
た
て
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち

を
思
い
な
が
ら
、こ
の
本
を
つ
く
り
ま
し
た
」
と
著
者
。

　

絵
本
に
出
て
く
る
お
母
さ
ん
は
バ
ッ
グ
に
本
（
『
自

分
ひ
と
り
の
部
屋
』
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
著
）
を

一
冊
忍
ば
せ
て
い
た
り
、
離
乳
食
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
る
机
の
上
に
は
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
夕
食
を
作
っ

た
の
は
誰
か
？
』
（
カ
ト
リ
ー
ン
・
キ
ラ
ス
＝
マ
ル
サ

ル
著
）
を
置
い
て
い
ま
す
。
放
送
作
家
と
し
て
活
躍
し

た
著
者
が
描
く
母
親
像
に
も
注
目
す
る
と
、
現
代
に
お

け
る
「
母
」
と
い
う
存
在
が
よ
り
興
味
深
い
も
の
と
な

り
ま
す
。
漢
字
は
ふ
り
が
な
付
き
の
た
め
小
さ
な
お
子

さ
ん
と
読
ん
で
み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

あ
な
た
と
共
に
う
ま
れ
た
お
母
さ
ん
を
今
一
度
想
い

な
が
ら
、
母
の
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
『
は
は
が
う
ま
れ
る
』 

（
福
音
館
書
店
）

・
『
お
か
あ
さ
ん
観
察
図
鑑
』 

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
２
回
〉

田
久
保 

薫
子

宮
地
尚
子
著

『
は
は
が
う
ま
れ
る
』 

ク
ォ
ン
・
ジ
ョ
ン
ミ
ン
著

『
お
か
あ
さ
ん
観
察
図
鑑
』

Ｑ． 公民館図書室の開室時間は？

Ａ． 午前９時～午後５時(水曜日・土曜日は午後８時まで)

 祝祭日は、休室日をのぞき、午前９時から午後５時まで開いています。

 【休室日】月曜・年末年始・蔵書点検期間

Ｑ． 国立市内の他の図書館で発行した図書利用カードは使えますか？

Ａ． 使えます。国立市内の他の図書館と共通のカードになります。

Ｑ． 図書利用カードを新しく発行したい。またはカードの有効期限が切れてしまった。

Ａ． 国立市に在住の方は窓口へご住所を確認できる書類をお持ちください。国立市に在勤・ 在学の方は、

ご住所を確認できる書類に加え、在勤・在学であることを証明できる書類をお持ちください。

≪図書カードお持ちの方は以下のことができます≫

●図書館ホームページからご自身でパスワードを登録できます。パスワードを登録するとホームページか

ら資料の予約や利用状況の確認、貸出延長等ができます。

●スマートフォン等でスマートフォン版図書館ホームページにログインすると図書利用カードのバーコー

ドを表示できるようになります。

その他、国分寺、府中、立川、日野市民の方も相互協定の図書利用カードを発行できます。

■詳しくはお問い合わせください。

 公民館図書室では、公民館で実施している講座の参考となるような本を揃えています。

 現在実施している講座の参考図書コーナーなどもありますので、ぜひご利用ください。

公民館図書室

Ｑ＆Ａ
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